
令和7年2⽉定例会 個⼈質問
⾼村の質問と理事者答弁の⼀部を抜粋して掲載しております。

令和5年度の受講率、実施内容、令和6年度の新たな追加項
⽬、受講者数の⾒込みを⽰されたい。また、受講者の理解度

をどのように確認しているのか︖
さらに、サイバー攻撃の⾼度化を踏まえ、「＊ゼロトラスト」の
考え⽅を研修に取り⼊れ、「全てのアクセスを疑い、本⼈確認を
徹底する」原則に基づく演習や、ログ分析を活⽤したインシデン
ト対応研修を導⼊し、職員の実践的なリスク回避能⼒を向上させ
るべきと考えるが、所⾒を伺う。

⾏政経営部⻑ 答弁
令和5年度の研修は対象者2,563⼈全員が受講し、令和6年度

も100％受講を⽬指している。内容は基本知識に加え最新の動向を
盛り込み、今年度からは習熟度確認のテストも実施する。
サイバー攻撃の⾼度化への対応として、デジタル政策室の職員が
国などの演習や訓練に参加し、実務に即した能⼒向上を図る。

情報セキュリティ研修について
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＊ゼロトラスト︓社内外のネットワーク環境において、守るべき情報資産
にアクセスするものはすべて信⽤せず、その安全性を検証すること。

市⺠、特に⾼齢者を標的とする「スマホ決済詐欺」「QRコー
ド詐欺」「不正アプリ被害」などの状況を把握しているか。

本市ではスマートフォン講座やLINE活⽤⽀援、特殊詐欺防⽌の啓
発活動を実施しているが、より効果的な⼿法として、被害事例を
もとにした「シミュレーション型防犯講座」や、AIを活⽤した＊フ
ィッシング詐欺対策⽀援の導⼊を検討すべきではないか。

市⺠部⻑ 答弁
本市消費⽣活センターには、スマホ決済やQRコード詐欺に

関する相談はないが、全国的には相談件数が急増している。
被害対策として、実際の⼿⼝を知ることは効果的であるため、⾼
齢者を含む幅広い世代に向け、吹⽥警察と連携し、最新の⼿⼝を
紹介するなど、効果的な注意喚起に取り組んでいく。

市⺠向けサイバーセキュリティ啓発と⽀援体制
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＊フィッシング︓実在する組織を騙って、ユーザネーム、パスワード、ア
カウントID、ATMの暗証番号、クレジットカード番号といった個⼈情報を
詐取すること。

サイバー犯罪は「被害に気づかない」「少額なら泣き寝⼊り
」「どこに相談すればよいかわからない」といった理由で報告

が少なく、相談がないからといって被害がないとは限らない。
特に⾼齢者を狙ったスマホ決済詐欺やフィッシング詐欺が増加し
、市⺠が安⼼してデジタル技術を活⽤できる環境整備が急務であ
る。
しかし、本市の危機管理体制は⾃然災害や防犯対策が中⼼で、サ
イバーリスクへの備えは⼗分とは⾔えない。庁内のセキュリティ
対策は進んでいるが、市⺠向けの⽀援体制は不⼗分ではないか。
そこで、「サイバー危機対策課」を設置し、市⺠を守る体制を強
化すべきではないか。また、地域のデジタル⼈材を育成する「サ
イバーセキュリティリーダー制度」の創設や、「デジタル防災ガ
イドブック」の作成を検討すべきではないか︖

市⻑ 答弁
昨今のサイバー犯罪の状況を踏まえると、市⺠をその脅威か

ら守るための取り組みは必要だと認識している。
サイバー空間のリスクに関し、市⺠への周知を進めることは重要
であり、研究が必要と考えている。
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デジタル化が急速に進む現代において、市⺠の安全を守る⼿法もまたアッ
プデートさせていく必要があります。
サイバー犯罪は、従来の犯罪とは異なり、被害が⽬に⾒えにくく、⾏政の
対応が遅れがちです。しかし、市⺠がデジタル技術を安⼼して活⽤できる
環境を整えることも、⾃治体の新たな役割であると私は考えます。

⼦育て⽀援拠点は、すべての⼦育て世帯が公平に利⽤できる
よう適切に配置されるべきである。

現在、市内には6地域に分けて8カ所の「⼦育て広場」があるが、
地域ごとの⼦育て世帯の分布やニーズに即した配置となっている
のか、その検証が⼗分に⾏われているのか疑問が残る。

拠点の利⽤状況には偏りが⽣じる可能性があり、過密な拠点があ
る⼀⽅で、遠⽅のため利⽤が難しい地域もあるかもしれない。
公平性を確保するため、⼀定の距離を保つなどの配置ルールを設
けるべきではないか。

また、「のびのび⼦育てプラザ」「児童館」など他の⽀援施設との
役割分担を整理し、総合的な視点で配置を検討すべきである。他
⾃治体では徒歩圏内での拠点整備や、駅や商業施設内に⽀援拠点
を設置する事例もある。吹⽥市でも、利便性や公平性の観点から
戦略的な配置を検討すべきではないか。
現在の配置が適切である根拠は何か。また、地域ごとのニーズを
どのように分析し、今後の⽅針を検討しているのか伺う。

児童部⻑ 答弁
地域⼦育て⽀援拠点事業は、吹⽥市⼦ども・⼦育て⽀援事業

計画に基づき、市域を6地区に分け、ニーズ量と提供量を定めてい
る。千⾥⼭・佐井寺地域、豊津・江坂・南吹⽥地域では不⾜があ
るが、全体としては充⾜している状況である。

また、保育所や幼稚園、地域⼦育て⽀援センター、児童会館など
、多様な施設が⼦育て⽀援を展開しており、⽀援体制は整ってい
ると認識している。このため、現在の8カ所の⼦育て広場を継続す
ることが適当と考える。
今後も各地域の児童数や⽀援の提供量の変動を把握し、より効果
的な⽀援が⾏えるよう必要な検討を進めていく。

⼦育て広場事業について
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今議会の質疑では、ネットワークのセキュリティについて、本市
は⾼い⽔準で意識をもって運⽤されていることが⽰されました。
となると、LGWANもそうですが、閉域ネットワークにおいて最⼤
の脅威は、技術的な脆弱性ではなく「⼈的要因」、つまり誤操作
や内部不正にあると⾔えます。
どれだけ厳重な防御を施しても、内部の運⽤が適切でなければ、
インシデントを完全に防ぐことはできません。
セキュリティ対策は、教える側も学ぶ側も膨⼤な労⼒を要する取
り組みですが、本市の⾏政運営を⽀えるすべての職員の皆様の、
意識と責任ある⾏動こそが、何よりの防御策となるはずです。
引き続き、より強固なセキュリティ体制の構築を本市に要望いた
しました。


